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府立吹田東高等学校 

校 長 東 知佐子 

令和６年度 学校経営計画及び学校評価 
 

１ めざす学校像 

・答えのない時代を幸せに生きることを目標に、自主自立の精神を培い、違いを認め合い他者を思いやる豊かな人間性と生きる力を身につけ、 
【変化の大きな社会に対して貢献できる生徒】を育てる。 

・「学習」「学校行事」「課題活動」にバランスよく取り組む機会を設け、自己肯定感と他者尊重の姿勢や粘り強く課題に取り組む姿勢を育むとともに、【主体
的に考え行動できる生徒】の育成をめざす。 

・ICT 等を活用した通常授業、地域・大学・企業・姉妹校等との連携や探究活動を通じて、主体的・対話的かつ【創造的な学び】を実践する。 
・多様な価値観を受け入れ、チーム（組織）で目標達成するための行動力やコミュニケーション力、規範意識を育成する。 

 

２ 中期的目標 

 
１ 感染症対策を継続しながら「主体的・対話的で深い学び」を実現する。授業形態の工夫や ICT 機器の効果的活用を行い、興味・関心がもてる授業、知識・技能が

身についたと感じる授業を通して、生きて働く「知識・技能」の習得、「思考力・判断力・表現力」の育成をめざす。 
(１) 自ら学ぶ姿勢を育てる。そのために、一斉学習・個別学習・協働学習を組み合わせた授業形態の工夫を推進し、生徒の授業等への参加意欲を向上させる。 

※教員の授業力向上と生徒の主体性向上に取り組み、授業への主体的な参加を通し、授業満足度を向上させる。その結果、生徒向け学校教育自己診断におけ
る「全体として授業に満足している」の肯定的回答（R３ 82.3%、R４ 77.0%、R５ 74.3%)を令和８年度までに 85%にする。 

(２) 資質・能力の育成につながるよう多面的・多角的な学習評価として、観点別学習状況の評価の確実な実施と、指導と評価の一体化の観点からの授業改善を推
進する。 

(３) 各教員が ICT 活用技術を向上させ、生徒の１人１台端末を効果的に活用しながら学びの深化につながる効果的な授業作りを実践する。授業中における生徒１ 
人１台端末活用率を令和８年度までに 80%にする。 

 
２ 確かな学力や高い志等をもてる学習支援・進路保障 
  生徒に応じた学習支援を行い、学習の成果を実感させ、進路相談やカウンセリングを行いながら、進路について自ら目標を立て実現に向かう力を育成する。大

学との連携や外部資源の積極的な活用を行う。 
(１) 生徒が目標を持った進路実現をめざし、進学実績等で達成感と目標に向かう力を育む。国公立大学、難関私立大学等希望進路の実現を図る 
(２) 教科として進学講習の実施について年間計画を策定する。土曜講習の一環として青葉丘セミナー(大阪大学との連携セミナー:大阪大学生が補助で入り込み)

を設定し、自学自習の助けとする(１、２年)。 
    ※生徒向け学校教育自己診断における「先生の講習は役に立った。」の肯定的回答として 90%以上を維持する。(R３ 92.9%、R４ 91.5%、R５ 96.2%) 

(３) 外部テスト等の活用を行う。全国レベルの模擬試験を受検させ、結果を有効活用し、新しい大学入試制度に合う取組みを検討して進路指導に役立てる。 
    ※生徒が自己を知り、学習方法を改善し、将来の進路を選択決定する能力を養う。 

(４) S 講座(外部講師が本校で講習をする実力養成講習)を実施し、低学年より部活動との両立を図りつつ実力を養成し、生徒のニーズに応じた受験対応を行う。 
(５) 成績不振者に対しても、平日や土曜に指名補習を教科で実施する。 

※成績不振による原級留置者０名を目標とする。 
(６) 図書室、自習室の利用促進を図る。 

 
３ 豊かでたくましい人間性をはぐくむ。生徒が自信をもって社会に巣立つ学校づくり、自尊感情の育成・自己肯定感の醸成 

(１) 基本的生活習慣を確立させ、教職員と生徒及び生徒相互の人間関係を深めるとともに、地域や学校の実態及び生徒の心身の発達段階や特性等を考慮した生徒
指導をおこなう。あいさつ指導、遅刻指導(予鈴５分前登校)、ベル着指導（チャイムと同時に授業開始）、言葉遣い・身だしなみ指導をおこなう。 

   ※積極的にあいさつを行う校風を醸成する。 
 (２) グローバル化・情報化が加速度的に進展する社会で通用する人材を育成するため、３年間の LHR や総合的な探究の時間、国際理解教育を推進しながら、SDGs 

の視点も踏まえた問題発見能力・解決能力や思考力・判断力・表現力を育成する。組織を目標に導くために取る全員発揮型のリーダーシップの養成や、実社 
会や実生活と自己の関わりから問いを見出す力を付け、自己実現につなげる。 

 (３) 健康を適切に管理し、改善するための資質や能力を育成する。教育相談の充実と、課題を抱える生徒の個別の支援教育について、校内体制を整備するととも
にきめ細かな運用を実施する。 

   ※「担任の先生は気軽に相談できる。」の肯定的回答率 85%以上(R３ 84.2%、R４ 78.1%、R５ 83.1%)ならびに、「担任の先生以外に、気軽に相談できる先生が
いる。」の肯定的回答率を令和８年度 70%(R３ 63.8%、R４ 66.4%、R５ 66.9%)をめざす。 

 (４) 人権尊重教育の推進やソーシャルスキルトレーニングを通して、自他の権利を尊重する態度をはぐくむ。 
(５) 学校生活を快適に過ごせるよう、校舎の教室等の施設設備の充実と美化を図る。 
(６) 生徒による学校づくりを推進し、一人ひとりの生徒が活躍できる場面をつくる。 

   ・学校行事、学年行事、部活動、LHR を活用し、特別活動を活性化する。 
   ・生徒委員会活動等を活性化する。 
    ※生徒向け学校教育自己診断における「体育祭、文化祭などの生徒会活動やクラス活動に積極的に参加している」の肯定的回答について 85%以上を維持す

る。(R３ 83.3%、R４ 85.8%、R５ 86.7%) 
   
４ 開かれた魅力ある学校づくりと広報活動等の充実 
(１) 開かれた学校づくりとして、学校行事等を公開する。 
(２) 魅力ある学校づくりとして地域及び地元幼小中学校との連携や、大学・企業・NPO 等との連携を進め、多様な経験や専門性を持った人材を活用する。 

 (３) 本校の特色を活発に広報等する。 
   ・ウェブページ、本校の学校紹介プレゼンテーション等を適宜更新するとともに、広報活動に力を入れる。保護者への情報共有を強化する。 
 
５ 人材育成への取組み 
 (１) GUTS(若手塾)の取組みで経験年数の少ない教員の育成に力を入れる。 
 (２) 経験豊かな教員の知識等を活かした教職員研修を計画的に実施し、ミドルリーダーの育成を図る。 
 (３) 働き方改革の推進を行い、教職員同士の対話を深める時間、授業向上に取り組む時間や、生徒と向き合う時間を増やす。（超過勤務時間の減少） 
 

６ 個人情報等の適正な管理 

(１) 全ての教職員が個人情報を取り扱う者としての責任を自覚し、個人情報管理ルールを徹底する。 

 

【学校教育自己診断の結果と分析・学校運営協議会からの意見】 

学校教育自己診断の結果と分析［令和６年 12 月実施分］ 学校運営協議会からの意見 

・「吹田東高校に進学してよかった」の肯定的回答が、生徒は 88.7％（昨年度+6.0

ポイント）に、保護者は 90.2％（昨年度+2.0 ポイント）に上昇した。 

・生徒指導に関する肯定的回答が 70％以上（生徒 75.9％ +5.8 ポイント、保護

者 72.7％ +2.6 ポイント）となった。校則見直しも含め今後も検討していく。 

・「学校行事が充実するように工夫されている」「生徒会活動やクラス活動に積極

的に参加」など行事に関する値は今年度も上昇した。 

・「授業」についての生徒の満足度は 84.5％に向上。 

・地域交流について、地域や外部（大学、企業、海外姉妹校等）との交流機会を

問うものに変更した。探究等で外部連携に注力していることや、今年は海外姉

妹校の生徒と本校での交流会もあり肯定的回答が大幅に増加した。 

第１回（令和６年７月８日） 

・教科によっては国公立大学や私立大学に対応した講習を分けて行っているとのことだが、これは

効果的だと思う。 

・昨年度は１クラス減に伴い関関同立の合格数が減ったが、複数校受験者が減少したことも原因。 

・新入生アンケート結果で「楽しい」「雰囲気がいい」と聞いていた、が年々増加しているが、学校

行事等で生徒が説明や発表している動画を複数作成し、オープンスクールや学校説明会で上映し

ていることも原因か。 

・「全体として授業に満足している」の肯定的回答は R３に一気に上昇し 82％になったものの、その

後年々減少している。目標の 85％ は難しいのではないか。  
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・進路指導の肯定的回答率は 92.8％（+3.6 ポイント）に上昇。教員実施の講習や

青葉丘セミナー参加者の満足度は 95％以上ととても高い値となっている。 

・「施設・設備」の満足度は生徒・保護者とも 85％以上の値を維持しつつ上昇。プ

ールの改修完了、DX ハイスクールに認定された効果が寄与しているか。 

・コロナ禍に一時的に数値が低下していた、保護者の「学校行事に出席したこと

がある」の肯定的回答の値は、回復・上昇傾向にあり 80.1％となった。 

・１人１台端末は多くの授業で有効的に活用され、84.3％の生徒が使い方に満足

している。 

・Web ページの閲覧率は、公式 SNS を開設したことにより飛躍的に上昇した（生

徒 49.8％ +37.1 ポイント、保護者 58.5％ +17.7 ポイント）。 

・教職員に関して、「よくあてはまる」の値が大きく上がったのは「いじめ（疑い

を含む）が起こった際の体制が整っており、迅速に対応することができている。」

「学校行事が生徒にとって魅力あるものとなるよう、工夫・改善を行っている」

「体罰やセクシュアル・ハラスメントの防止をはじめ、人権尊重の姿勢にもと

づいた生徒指導が行われている。」「学校運営に校長のリーダーシップが発揮さ

れている。」の４項目。 

第２回（令和６年 12 月９日） 

・授業アンケートの分析により、担任団は生徒との関わりが強く数値が上がる傾向にある。 教科別

の数値の傾向は ICT 活用のやりやすさも影響しているのでは。 

・DX ハイスクール校の活動について ①有志生徒向けのプログラミング・アプリ作成講習を実施 

②49 期生３年生「総合的な探究の時間」生徒アンケート結果は肯定的回答が多数を占めている。 

③直島・現代アートの対話型鑑賞研修 希望生徒 34 名、教員８名参加。対話型鑑賞は企業の研修

でも取り入れられており、PTA 研修でも取り入れたい。 

・中学生も高校の情報を SNS で見ている生徒は多数いると思う。 肖像権等の配慮も苦労があると思

う。 

・府立高校の魅力化に向けたアンケート調査結果より中学校の先生へのアピールが足りていない可

能性があるが、ほとんどの公立高校で、中学校訪問は最近行われていないのでは？ 

 

第３回（令和７年２月 10 日） 

・授業アンケートは第２回も１回目同様高い値となった。学校教育自己診断においても、生徒の授

業満足度は飛躍的に伸びた R３年が 82％、その後は R４年 77％、R５年は 74％と下がっていた

が、今年度は 84％と上昇した。１人１台端末を使用した授業を研究授業の対象とし、さらに中

山芳一先生を招いて非認知能力を図るための研究授業を行った。 

・教員用アンケートで、今年度は「④全くあてはまらない」の回答が少しある。保護者アンケート

で「いじめなど子どもが困っていることがあれば真剣に対応してくれる」や「子どもの心身の健

康について気軽に先生に相談できる」の肯定的回答が他の項目と比べて極端に低いが、どちらも

「わからない」の回答が非常に高いため。生徒の回答で同様の項目を見ると肯定的回答が多く、

問題がないから保護者に話さず、保護者の「わからない」の回答が多いと考えられる。 

・オーストラリアスタディーツアーについて円安の影響で希望者が減少しているが、高校では減少

していない。 

・学校教育自己診断の「生徒の意見をよく聞いてくれる」という項目の肯定的回答が上がっている

ことは、ルールメイキング活動と関連があるのではないか。 

 

３ 本年度の取組内容及び自己評価 

中期的 
目標 今年度の重点目標 具体的な取組計画・内容 評価指標[R５年度値] 自己評価 

１ 

新
学
習
指
導
要
領
に
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る
䣍
䣓
主
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的
・
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話
的
で
深
い
学
び
䣔
の
実
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授業形態の工夫や ICT 機器の

効果的活用を行い、生きて働

く「知識・技能」の習得、「思

考・判断・表現力」育成 

  

(１) 自ら学ぶ姿勢を育てる。

一斉・個別・協働学習を組み合

わせた授業形態の工夫、生徒

の参加意欲を向上。 

 

 

 

 

 

(２) 資質・能力の育成多面的・

多角的な学習評価として、観

点別学習状況評価の実施、指

導と評価の一体化の観点から

の授業改善 

 

 

 (３)１人１台端末の活用と

教員の ICT 技術の向上 

 

 

 

 

 

(１)年度初めに、科目毎に作成したシラバスを提示し、

内容、評価の仕方等を理解させ、学習に生かす。 

・授業形態の工夫や、ICT の効果的な活用で、生徒の授

業等への参加意欲を向上させる。 

・授業改善委員会を中心に、授業アンケート、授業観

察シートを用いて授業改善活動を活性化する。 

 

 

 

(２)新学習指導要領の確実な実施及び各教科科目の観

点別学習状況評価の検証を行い、指導と評価の一体化

の観点からの授業改善サイクルを検証する。 

 

 

 

 

(３)１人１台端末を活用した公開授業を、公開授業週間

に全教科で実施する。ICT やグループウェアを活用し

た教材開発とその共有化を進め、授業で活用する。 

・教員同士での授業見学を活性化し、ICT や AI の利用方

法を含め、生徒の能力を伸ばすアイデアの共有を促進

する。 

 

 

 

 

 

（１）授業アンケート平均3.3以上[3.35]、

興味・関心、知識・技能の全体平均3.2以上

[3.23]の維持。 

・教員相互の授業見学、授業観察シートの

提出率95% [98%] 

・「自分自身では１人１台端末の使い方に

満足している。」の生徒の肯定的回答率75%

以上の維持 [78.6%] 

 

(２)新学習指導要領によるカリキュラム

編成に基づき、パフォーマンス課題や観点

別学習状況評価を全教科で確実に実施す

る。授業改善委員会を活性化し、授業評価

に関する勉強会の実施、ならびに教職員研

修１回実施。 

 

(３)タブレットやグループウェアを活用

した授業に関する教職員研修１回実施  

・テーマを定めた公開授業ならびに研究会

を２回以上行う。 

 
 
 
 
 

(１) 授業アンケート結果は高い水準

で維持。全体平均 3.39、興味・関心、知

識・技能の平均 3.31【◎】 

・相互の授業見学後、授業観察シートの

提出又は研究討議への参加を行った教

員95%【〇】 

・１人１台端末への満足度84.3％【◎】 

 

 

 (２)授業力向上委員会による課題の

整理と授業評価に関する委員会活動の

活性化、ならびに全体での勉強会を実

施。非認知能力育成に向けた評価の公

開授業ならびに教職員研修を千里丘中

学校と合同で実施【〇】 

 

（３）生成 AI を活用した授業に関する

教職員研修を１回実施【〇】  

・１人１台端末使用に関する公開授業

を８つ、非認知能力育成を図る公開授

業を２つ、研究討議を３回実施。 【〇】 
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確
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高
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を
も
て
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習
支
援 

生徒に応じた学習支援を行

い、学習の成果を実感させ、

進路相談やカウンセリングを

行いながら、進路について自

ら目標を立て実現に向かう力

を育成。大学との連携や外部

資源の積極的な活用。 
 

(１)進学実績等で達成感を維

持させる 

 

 

 

 

 

 

 

(２)教科等での講習、自学自習

の支援 

 

 

 

 

 

(３) 外部テスト等の活用、学

力向上と資格取得 

 

 

 

 

 

(４)S 講座による部活動との

両立を図りながらの実力養成

と受験対応 

 

 

(５)成績不振者に対する指名

補習の実施 

 

 

(６)図書室、自習室等の利用促

進 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）進学実績等で達成目標を設定する。３年間の進路

指導計画を活用し、自宅での学習習慣の確立や講習へ

の参加促進のため保護者との連携を強化する。 

・生徒の正しい職業観を育成と社会で生きる力を養成

するため、社会人講師による進路講演会を実施する。 

 

 

 

 

(２)年間を通して土曜日、平日放課後、早朝の講習と夏

期講習を実施する。 

 

 

 

 

 

(３)外部テスト活用を推進することにより、資格取得と

学力向上への意欲喚起を行う。模試を全員受検し、生

徒の進路意識を高め、結果を活用した組織的な指導を

行う。 

・進路状況や外部テストの結果を分析し、教職員全員参

加の情報交換会を行う。 

 

(４)S 講座は外部講師と協力して指導方針を策定し、効

果を高める。講習参加者が最後まで継続できるように

する。 

 

 

(５)指名補習を実施し、基礎的な力をつけさせ、単位の

修得を図る。 ・単位修得に向けて週休日の家庭学習

の定着を図る。成績不振者は宿題等個別指導をする。 

 

(６)図書室の蔵書を使って生徒が調べ・学ぶ授業を増や

す。・生徒の心の糧となる読書をすすめる。自習室・少

人数学習スペースの利用促進を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

(１)国公立大学・関関同立・産近甲龍の現

役実合格者数81名以上（８学級）[71名（７

学級）] 

・社会人講師による進路講演会の実施（年

間２回） 

・進路情報への満足度88%以上の維持

[89.2%] 

  

 

(２)「先生の講習は役に立った。」の肯定的

回答 90%以上[96.2%] 

・青葉丘セミナー(大阪大学との連携セミ

ナー)を年間６回設定する。「青葉丘セミナ

ーは役に立った。」の肯定的回答 90%以上

[93.0%%] 

 

(３)外部模試の全員受検と外部テストの

活用。外部テストの結果分析会を実施し

（年間２回）職員会議で情報交換会を実

施。 

・外部の英語検定の１・２年生全員受験 

 

 

(４) S講座受講者数180名以上[のべ203名、

実数149名] 

出席率75%以上[78.0%] 

 

 

(５)成績不振による原級留置者０人 

・家庭学習時間の増加[平日0.86時間/休日

1.33時間] 

 

(６)授業・総合の時間等での図書室利用10

回以上・生徒図書委員による図書館便りの

発行５回・貸出冊数の増[貸出冊数1288冊] 

 
 
 
 
 
 
 
 
（１）国公立大・難関市立大（関関同立・

産近甲龍）現役合格者数 178/307 名（R

５ 150/268 名）／同現役実合格者数

79/307 名（R５ 77/268 名）【△】 

・社会人講師による進路講演会２回実

施【〇】 

・「高校は進路に関する情報をよく知ら

せてくれる」92.8%【◎】 

 

(２)「先生の講習は役に立った」の肯定

的回答 95.1%【〇】・青葉丘セミナー６

回実施。「青葉丘セミナーは役に立っ

た」の肯定的回答 96.8%【◎】 

 

 

 

(３)外部テストの結果分析会２回実

施。職員会議で情報交換会は実施でき

ず【△】。英検１・２年生全員受験【○】 

 

 

 

 

(４) S 講座受講者数 ３学年計のべ

251 名、実数 192 名【〇】 

S 講座の出席率 85.7%【◎】 

 

 

(５) 原級留置者 ２名【△】 

・家庭学習時間平日 0.83 時間/休日 

1.26 時間【△】 

 

(６)授業・総合探究での図書室利用 10

回以上 ・図書館便り５回発行【〇】  

・貸出冊数 1159 冊【△】 
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(１)基本的生活習慣の確立、生

徒相互が気持ちを伝え合える

環境づくり 

 

 

 

 

 

(２)社会で通用する人材を育

成するため LHR や総合的な探

究の時間の有効活用・国際理

解教育の推進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(３)健康を適切に管理し、改善

するための資質や能力の育成 

教育相談の充実と、課題を抱

える生徒の個別の支援教育充

実 

 

 

(４)人権尊重教育の推進やソ

ーシャルスキルトレーニング

の実施 

 

 

 

(５)教室等の施設設備の充実

と美化 

 

 

 

(６)一人ひとりの生徒が活躍

できる場面をつくる。・生徒委

員会活動等の活性化 

(１)あいさつ、声掛けを行い、遅刻指導、身だしなみ指

導、ベル着指導を行う。遅刻者に対しては、生徒の実情

を踏まえ段階的な指導を行う。服装指導の高い評価を

継続する取組みを推進する。 

 

 

 

 

(２)LHR や総合的な探究の時間で、志(こころざし)学や

SDGs の視点を取り入れた探究学習に取組む。防災教育

の取組み（避難訓練）、キャリア教育（進路ガイダンス）、

健康教育（文化祭での発表等）を推進し生徒意識を高め

る。国際理解教育の一環として、語学研修やオンライン

を使用した国際交流を実施し、その成果を共有化する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(３)健康診断を、「健康教育の場」と捉え、事前事後指導

を充実させる。教育相談について生徒に周知し、相談し

やすい雰囲気をつくる。・定期的な教育相談委員会の開

催により、支援の必要な生徒を早期に把握し、適切な支

援を行う。・高校生活支援カードの有効利用。必要に応

じて関係機関や専門家との連携を図る。 

 

(４)３年間を通じた人権尊重の取組み（LHR）を行う。ま

た養護教諭による SST（ソーシャルスキルトレーニン

グ）講座を実施し、自己を知り他者を尊重し、人権意識

を高める 

 

 

(５)定期的な大清掃と学校行事前の一斉清掃に取り組

み、快適な学習環境を整える。清掃用具の整備を行い、

生徒主体による美化意識の向上と美化活動を充実し、

美しい校舎を保つ。 

 

(６)学習活動を中心にすえた上で、学校行事・部活動に

取組ませることで企画・運営力を育成し、達成感を持た

せる。  

・クラブ代表者会議や総合的な探究の時間・LHR を通じ

て、生徒のリーダーシップを育てるとともに、部活動を

活性化する。  

・生徒会を中心として、生徒委員会活動を活性化する。 

(１)年間遅刻数一人平均1.3回以下[1.70

回]・配慮を要する生徒を除いた遅刻数を設

定[1.22回]。身だしなみ強化週間・あいさつ

強化週間の設置。 

 

 

 

 

 (２) LHRや総合的な探究の時間での発表

や制作を各学年１回以上行う。 

・キャリア教育としての大学連携ガイダン

ス実施・総合的な探究の時間に「21世紀型

リーダーシップ研修」、ならびに企業やNPO

と連携した探究活動を取り入れる。 

・語学研修や海外との国際交流を２回以上

実施。延べ参加者40名以上[39名参加]。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(３)健康診断の結果から個別の保健指導

を年３回行う。歯科の保健指導を年３回以

上実施する。「担任に気軽に相談できる」の

肯定的回答率80%以上[83.1%]、ならびに担

任以外にも気軽に相談できる先生がいる」

の肯定的回答率[66.9%]を上げる。 

 

(４)人権HRを各学年３回（３年生は２回）

以上、うち１度は成年年齢引き下げによる

責任と義務を学ぶ。教職員向け研修を年間

１回以上実施、満足度80％以上。 

SST講座を総合的な探究の時間内に行う。 

 

(５)校内の清掃状況。生徒保健委員会によ

る美化活動の充実（年間３回）。 

 

 

 

(６)「体育祭、文化祭などの生徒会活動や

クラス活動に積極的に参加している」の肯

定的回答の維持[86.7%] 

・新入生の部活動加入率75%以上の維持 

[78.8%] 

・生徒会執行部による生徒アンケートを活

用し「生徒による学校づくり」の推進 

・クラブ代表者会議を８回以上実施 

(１)年間一人平均 1.78 回 (配慮を要

する生徒を除外した回数 1.60 回)※

コロナ５類となり欠席が減った分、遅

刻早退が増える傾向が続く。身だしな

み強化週間の実施（１回）生徒会執行

部・風紀委員によるあいさつ強化週間

を実施（２回）【△】 

 

（２）総合探究での発表・制作各学年１

回以上実施【〇】 

・大学連携ガイダンス実施。１年生にお

ける「リーダーシップ研修」を甲南女子

大学ならびに連携企業と、２年生総合

探究を３企業・３NPO・２大学・１市役

所と連携し、三菱みらい育成財団の助

成校となる【◎】 

・４月に台湾の姉妹校とオーストラリ

アのマジー高校が一日ずつ本校を訪

れ、交流行事を行った。夏季には語学研

修として、オーストラリアへのスタデ

ィーツアーの実施（18 名参加）、12 月に

は台湾の姉妹校とのオンライン国際交

流を実施（22 名参加）。成果発表会実施

【◎】 

 

(３)個別の保健指導・歯科の追跡指導

３回、希望者に歯科の個別相談を新設。

担任への相談しやすさ 86.5%、 

担任外への相談しやすさ 72.7%【◎】 

 

 

 

(４)人権 HR を予定回数実施、教職員

人権研修２回（うち１回は外部講師に

よるこどもの人権ならびにいじめ対応

に関する研修：満足度 93.2％）、SST

は１年生総合探究時間内で１回【○】 

 

(５)生徒保健委員会による美化活動８

回【◎】 

 

 

 

(６)クラス活動への肯定的回答 88.7%

【◎】 

・新入生の部活動加入率 76.7%【〇】 

・ルールメイキングの会の活動におい

て、サミット 2024 への生徒参加３名、

関西地区生徒大会での発表、教員によ

る「生徒指導推進フォーラム」事例発表

【 ◎ 】  

・クラブ代表者会議 ８回実施【 ○ 】 

４ 
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「広報部」を中心とした開かれ

た学校づくり 

(１）学校行事等の公開 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(２)魅力ある学校づくりとし

て地域及び地元幼小中学校と

の連携や、大学・企業・NPO 等

との連携を進め、多様な経験

や専門性を持った人材を活用

する 

 

(３)本校の特色を活発に広報

等する。 

    

  

 

 

(１)体育祭、文化祭等学校行事の公開・クリーンキャン

ペーン(地域清掃活動)などで、地域連携の活性化を図

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

(２)大阪大学・甲南女子大学等との連携を継続し、新規

の連携を進める。 

・地域教育協議会等に参加し、その行事への生徒の参加

を促す。 

 

 

 

(３)「広報部」を中心に、広報渉外等を教員全体で運営

していく。  

・ウェブページで情報を発信する。  

・部活動の紹介や行事の紹介などを通して在校生保護者

への広報活動も充実させる。  

・学校説明会等で使用する本校紹介プレゼンテーション

や学校紹介ビデオ等をさらに魅力あるようにバージョ

ンアップする。  

・各種団体主催の学校説明会に積極的に参加し、情報収

集と丁寧な広報活動を行う。  

・ウェブやメールを通じて保護者への教育活動公開を図

る。 

 

 

（１）体育祭、文化祭等行事への地域から

の参加人数の増加  

・地域教育協議会等への参加の継続。 

・クリーンキャンペーンの復活。・地域から

の連携評価 

 

 

 

 

 

 

 

（２）R５年度までの連携先（大阪大学・関

西大学・立命館大学・甲南女子大学・東山

田幼稚園・彩つばさこども園や、総合探究

で連携している企業・NPO）との交流継続・

新規連携を２つ以上開拓 

 

（３）・「吹田東高校のWebページ（ホームペ

ージ）をよく見る」の回答を引き上げる。

[保護者40.6%、生徒12.7%] 

 ・中学校訪問、地域行事等での本校情報の

発信を実施 

・ウェブページの組織的更新を行い、更新

回数週２回以上を維持する。 

・保護者との対話会の実施 

 
 
(１) SNSによる学校行事の公開を行っ

た。文化祭の地域からの参加15名【〇】 

・地域教育協議会等への参加は継続

【〇】 

・クリーンキャンペーンの参加、地域か

ら約50名、本校からは約160名参加。

【◎】 

・美術部が地域文化祭参加および地域

祭ポスター制作。科学部が地域の公民

館にて科学教室を２回実施【◎】 

 

（２）・R４年度新規連携先との継続交

流実施。R５年度から２年生総合探究で

８団体と継続、１団体と新規連携【〇】 

 

 

 

(３)・「吹田東高校の Web ページ（ホー

ムページや公式 SNS）をよく見る」の回

答を引き上げた。[保護者 58.5%、生徒

49.8%]【◎】 

・ウェブページの定期的な更新（特に行

事や説明会、総合探究の授業など）を行

った【○】 

・イオンで主催される高校の書道展に

て、本校紹介動画を上映。説明会に使用

する学校紹介プレゼンテーションの更

新、ビデオ等も更新し大型モニターな

どで上映【○】 

・保護者との対話会は未実施【△】 
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(１)経験年数の少ない教員の

育成 

 

(２)経験豊かな教員の知識等

を生かす教員研修の実施 

 

 

 

(３)働き方改革の推進 

(１)校内研修において、参加体験型の研修を中心に、今

後直面するテーマを取り上げて、OJT を進める。 

 

(２)GUTS(若手塾)等で、経験豊かな教員が研修講師を務

める。公開授業等の実施。ミドルリーダー育成を図る。 

 

 

 

(３)校内組織等の見直しを行い、教員の働き方改革を進

め、教職員同士の対話を深める時間や、生徒と向き合う

時間を増やす。  

(１)GUTS年間８回以上[８回] 

 

 

(２)ミドルリーダー等経験豊かな教員が、

研修講師又は公開授業の実施などの機会

を、年２回以上設定する。 

 

 

(３)時間外在校等時間の平均時間減、長時

間勤務者の減少の維持に努める。[月23.3時

間、長時間勤務者17名]働き方改革のための

対話型の教職員研修の実施を１回以上実

施、満足度80％以上。 

・保護者との連絡、配付文書のデジタル化 

（１）GUTS ８回実施。【〇】 

 

 

(２)ミドルリーダーによる公開授業を

６回実施、事例共有会、校務への１人１

台端末とグループウェアの活用研修を

実施【◎】 

 

（３）月平均 22.1h（R５ 23.3h）  

長時間勤務者延べ17名（R５ 17名）【〇】 

対話型の「今後を考える会」２回実施、

満足度 100％【◎】 

配付文書のデジタル化【〇】 

６ 

個
人
情
報

の
適
正
管
理 

(１)個人情報の適正管理 (１)個人情報の適正管理を行う。個人情報管理表を基

に、当年度廃棄分の適正処置実施。各部屋の当年度管理

責任者を確認、引き継ぎを文書で実施する。 

(１) 個人情報保護研修１回実施。 

・定期考査前に職員会議において個人情報

管理の再確認を実施 

・考査や小テストのデジタル採点導入時に

おけるチェックリストを使用した運用の

徹底 

(１) 個人情報研修を職員会議にて実 

施【〇】 

・定期考査前の再確認実施【〇】 

・デジタル採点の積極的導入。導入時の

チェックリストと研修による運用徹底

【〇】 

 


